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ｊｃｐ 検索

尖
閣
諸
島
に
た
い
す
る
、
歴
史
上
最
初
の
領
有
行
為

は
、
１
８
９
５
年
１
月
の
閣
議
決
定
に
よ
る
日
本
領
へ

の
編
入
で
す
。
そ
の
後
、
最
盛
期
に
は
２
０
０
人
近
い

日
本
人
が
居
住
し
、
か
つ
お
節
や
海
鳥
の
は
く
製
を
製

造
し
て
い
ま
し
た
。

国
際
法
上
も
、
所
有
者
の
い
な
い
土
地
は
、
最
初
に

占
有
し
た
「
先
占
」
に
も
と
づ
く
取
得
、
実
効
支
配
が

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
の
領
有
は
、
国
際
法
上
も
正
当
な
も
の
で
す
。

中
国
側
の
主
張
は
日
本
の
領
有

後
７
０
年
以
上
た
っ
て
か
ら

中
国
が
、
尖
閣
諸
島
の
領
有
権
を
主
張
し
は
じ
め
た

の
は
、
日
本
の
領
有
開
始
か
ら
７
０
年
以
上
た
っ
た
１

９
７
０
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
す
。

６
０
年
代
後
半
に
海
底
の
石
油
・
天
然
ガ
ス
の
存
在

が
明
ら
か
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。

中
国
側
は
、「
尖
閣
諸
島
は
、
日
清
戦
争
に
乗
じ

て
、
日
本
が
不
当
に
奪
っ
た
も
の
」
と
主
張
し
て

い
ま
す
が
、
本
当
で
し
ょ
う
か
？

確
か
に
こ
の
時
期
、
日
本
は
中
国
へ
の
侵
略
を

す
す
め
、
台
湾
な
ど
を
不
当
に
奪
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
尖
閣
諸
島
は
そ
の
と
き
に
奪

っ
た
中
国
の
領
域
に
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な

ら
、
日
本
が
領
有
を
宣
言
し
た
の
は
、
台
湾
の
割

譲
を
き
め
た
講
和
条
約
の
交
渉
開
始
よ
り
２
か
月

も
前
で
あ
り
、
講
和
条
約
で
も
尖
閣
諸
島
に
つ
い

て
は
一
切
ふ
れ
て
い
な
い
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
事
件
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、
日
本
政

府
が
、
尖
閣
諸
島
の
領
有
権
に
つ
い
て
、
歴
史
的
に
も
国

際
法
的
に
も
明
確
な
根
拠
が
あ
る
こ
と
を
中
国
政
府
や

国
際
社
会
に
明
ら
か
に
す
る
積
極
的
な
活
動
を
お
こ
な

う
こ
と
が
必
要
で
す
。

同
時
に
、
中
国
側
に

も
、
事
実
に
も
と
づ
き
、

緊
張
を
高
め
な
い
冷
静

な
言
動
や
対
応
を
と
る

こ
と
を
求
め
ま
す
。

日
本
の
領
海
で
、
外
国
漁
船
の
不
法
な
操
業

を
海
上
保
安
庁
が
取
り
締
ま
る
の
は
当
然
の
こ

と
で
す
。
逮
捕
し
た
船
長
を
「
処
分
保
留
」
と

し
て
釈
放
し
ま
し
た
が
、
逮
捕
の
被
疑
事
実
と

釈
放
に
い
た
る
一
連
の
経
過
に
つ
い
て
、
国
民

に
納
得
の
い
く
説
明
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

日
本
共
産
党
の
志
位
和
夫
委

員
長
は
、
上
記
の
「
見
解
」
を
４

日
に
仙
谷
官
房
長
官
に
伝
え
（
写

真
）
、
７
日
の
代
表
質
問
で
詳
細

を
展
開
し

ま
し
た
。



急
激
な
円
高
の
要
因
は
？

急
激
な
円
高
の
進
行
が
、
日
本
経
済
と
国
民
生
活
の
危
機

に
、
追
い
打
ち
を
か
け
て
い
ま
す
。

円
高
は
、
す
で
に
中
小
企
業
、
下
請
け
企
業
の
経
営
を
圧
迫

し
、
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
は
じ

め
て
い
ま
す
。「
円
高
対
応
」
を

口
実
に
し
た
、
労
働
者
の
リ
ス
ト

ラ
や
賃
下
げ
、
下
請
け
中
小
企
業

の
単
価
切
り
下
げ
、
発
注
打
ち
切

り
な
ど
、
深
刻
な
事
態
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
。

今
回
の
急
激
な
円
高
の
直
接
的
な
原
因
は
、
ア
メ
リ
カ
経
済

の
減
速
と
先
行
き
不
安
、
投
機
マ
ネ
ー
の
欧
米
か
ら
の
流
出
な

ど
で
す
。

背
景
に
日
本
経
済
の
ゆ
が
み
が

同
時
に
、
円
高
危
機
を
繰
り
返
す
大

本
に
は
、
日
本
経
済
の
ゆ
が
み
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
ご
く
少
数
の
輸
出
大

企
業
が
、
労
働
者
と
中
小
企
業
の
犠
牲

の
う
え
に
、
果
て
し
な
い
コ
ス
ト
削
減

を
す
す
め
、
突
出
し
た
「
国
際
競
争
力
」

を
強
め
、
外
国
市
場
へ
の
輸
出
を
増
や

し
て
き
た
こ
と
が
、
「
円
高
体
質
」
を

つ
く
っ
て
き
た
問
題
が
あ
り
ま
す
。

以
上
の
背
景
を
ふ
ま
え
、

日
本
共
産
党
は
、
円
高
か

ら
労
働
者
の
雇
用
、
中
小

企
業
の
経
営
を
守
る
緊
急

対
策
を
と
る
と
と
も
に
、

日
本
経
済
を
「
外
需
だ
の

み
」
か
ら
家
計
・
内
需
主
導
に
改
革
し
、「
円
高
体
質
」

を
根
本
か
ら
改
め
て
い
く
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

内
需
主
導
で
、

「円
高
体
質
」是
正
を

内
需
主
導
で
、
「
円
高
体
質
」
を
是
正
す
る
た
め
に

は
、
そ
の
６
割
を
し
め
る
家
計
を
直
接
応
援
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
「
人
間
ら
し
い
雇
用

の
保
障
」
と
「
社
会
保
障
の
充
実
」
が
不
可
欠
で
す
。

具
体
的
に
は
、
労
働
者
派
遣
法
の
抜
本
改
正
、
最
低

賃
金
引
き
上
げ
、
就
職
難
打
開
な

ど
に
よ
っ
て
、
人
間
ら
し
い
安
定

し
た
雇
用
を
保
障
す
る
こ
と
で
す
。

あ
わ
せ
て
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
即
時
廃
止
、
国
保
料
引
き

下
げ
な
ど
、
社
会
保
障
を
拡
充
す

る
こ
と
不
可
欠
で
す
。


